
  令和７年 11月 10 日 

環境経済委員会 

環境部環境保全課  

有機フッ素化合物（PFAS）浄化対策実証実験の効果検証について（中間報告） 

水環境中の PFAS 濃度の指針値（50ng/L）を超過した北部承水路支流において実施している

PFAS 浄化対策実証実験について、8月時点での実験の検証結果を報告する。 

１ 実験概要 

・目的 粒状活性炭による河川での PFAS 浄化効果及び破過までの時間の把握 

・内容 北部承水路支流に、ろ過材として粒状活性炭を使用した浄化実験装置を設置し、浄化

前と浄化後の PFAS 濃度の変動を測定する（図 1参照）。 

     ＜浄化実験装置＞ 

i. ろ過材として、ヤシ殻で製造した粒状活性炭（8～32mesh）をメッシュ袋に詰め

たもの（活性炭の量＝12.5kg/袋）を 80袋使用（計 1,000kg） 

※令和 6年度の予備試験（以下「予備試験」）の結果から、ろ過材の量に対し 3

倍の水量を浄化すると想定して浄化実験装置を設置。 

ii. ろ過材を詰めた金属製篭（W4000mm×D620mm×H500mm）を 3 段（26～27 袋/段）

設置し、一つの流れに対して 3回浄化することとした（図 2及び写真 1参照）。 

iii.ろ過材は実験期間中、取替無しとした。 

・期間 令和 7年 5月 28 日 ～ 令和 8年 2月 2日 

※実験開始より 1,2,3,4,6,8,10,12 週目（6月～8月。今中間報告分）及び 

16,20,24,28,32,36 週目（9月～2月）に採水（計 14 回）。 

２ 実験結果 

・PFAS 除去率 平均 40.6％（PFOS・PFOA 合算） 

※PFOA よりも PFOS の方が相対的に除去され易い傾向 

＜参考＞ PFAS 浄化前数値（図 1地点①） 平均濃度 507ng/L 

PFAS 浄化後数値（図１地点②） 平均濃度 299ng/L 

PFAS 除去量          3.9～11.6μg/min 

EBCT（空床接触時間）      75～33min 

３ 考察 

・本実験では、実際の河川においても活性炭による PFAS 濃度の低減効果があることがわかった。 

・予備試験では活性炭の浄化能力の寿命（1,443ng/L の PFAS 濃度が 50ng/L（除去率 96.5％）

～200ng/L（除去率 86.1％）に低減される期間）半月～3 ヶ月程度との結果だった。本実験

での実験開始後 12 週経過時点での除去率は 40.6％であり、予備試験よりも浄化能力の劣化

スピードが速い。この要因として、①流量が一定でない、②河川の水中の濁質、有機物の影

響等が考えられる。 

・今後、本実験を 36 週目まで継続し、実験終了時点での活性炭の浄化能力がどの程度残って

いるかを量る。 
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〔図１〕実証実験位置図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〔図２〕実証実験装置 

 

 

 

                            〔写真１〕実証実験の様子 
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